
 

 

                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年５月８日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

   発 表 事 項     

１．独立行政法人放射線医学総合研究所との協定締結 

２．２０１２年度月山マイスター養成講座の開催 

３．イノベーション拠点立地推進事業の採択 

４．世界平和学術シンポジウム「安達峰一郎と国際法の歴史」の開催 

５．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

   お 知 ら せ     

１．山形大学人文学部公開講座「イメージの詩学－ヨーロッパを解く」の開催 

２．モバイルキッズ・ケミラボ２０１２の開催 

３．カントー大学（ベトナム）と大学間交流協定を締結 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年５月２２日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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平成２４年５月８日                 

山 形 大 学 

 

独立行政法人 放射線医学総合研究所と協定締結 

 

 
山形大学と独立行政法人 放射線医学総合研究所は、重粒子線がん治療

施設設置検討も視野にいれ、放射線の医学利用に関する包括的な協力協
定を締結しました。 

 

 

◇ 山形大学は独立行政法人放射線医学総合研究所と、放射線の医学利用に関する

包括的な教育・研究・医療協力に関する協定を締結しました。 

 

○目 的 

本協定は、双方の自主性を尊重しつつ、教育研究活動の一層の 

充実を図るとともにその成果の普及を促進させることに関して 

相互協力を推進し、我が国の放射線医学利用分野の発展・継承に 

寄与することを目的とする。 

 

○協力事項 

(1)教員、医師、研究者及び関連する職員の交流 

(2)学生、研究生等の交流 

(3)医療に関する交流 

(4)研究資料、刊行物及び研究情報の交換 

(5)研究施設・設備の相互利用 

(6)研究資源の相互利用 

(7)共同研究活動 

(8)研究成果物の管理活用 

(9)その他甲と乙が合意した事項 

 
 

（お問い合わせ） 
山形大学重粒子線がん治療施設設置準備室 河野

（ＴＥＬ）０２３－６２８－５４０４ 
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                                   平成24年5月 8日                                

山  形  大  学      

 

 

 

 

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト・科学の花咲かせ隊養成講座  

月山マイスターその他養成講座のご案内  

 

 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）の支援により、山形県、県内関係機関とともに地域の科

学舎推進事業「地域ネットワーク支援」として「やまがた『科学の花咲く』プロジェクト」を平成

21年度から３年間行ってきました。昨年度は、スライムマイスター、クラゲマイスター、蔵王マイ

スター、月山マイスターの養成講座を行いました。 

 

今年度からは、大学や県などで継続して事業を進めていくこととなりました。 

今年度最初の講座として、月山マイスター養成講座を開催します。山形が誇る月山のすばらし

さをお互いに学びながら、それらを、月山を訪れる人々に感動を持って伝えてみませんか？ 

さらに、７月には、クラゲマイスターを予定しています。今回、新たに奥の細道マイスター講

座を開講する準備を進めています。山形県内の奥の細道に関連する講座を開講し、ボランティアガ

イドを要請しながら、来年度以降は、東北の地を結んでいきたいと現在、関係機関と調整中です。

詳細が決まり次第、この記者会見を通して発表させていただきます。 

月山マイスターについての詳細は、別添資料をご覧ください。 

 

 

 

（お問い合わせ） 

 ＳＣＩＴＡセンター 

   電話：０２３（６２８）４５１７ 

 





平成２３年 5 月 25日（金）　

月山

e-mail : gassan@e.yamagata-u.ac.jp　HP: http://mirai.scita.jp/̃chiiki/

応募動機と抱負(200字程度）

TEL       (          )           - 
携帯      (          )           -
FAX      (          )           -
E-mail 
携帯 E-mail

担当 : 奈佐    (080-1801-8958)
上記すべての事項を記載した文書ファイルを下記のアドレスに
添付ファイルとして送付でも受け付けます．



奧の細道マイスターが絆ぐ東北 
 
各地の芭蕉／奧の細道ネットワークを構築 

  マイスター養成・観光による復興支援 

  地域の活性化 

  海外への情報発信 

・栃木・福島・山形・宮城・岩手を絆ぐ 

  加えて芭蕉訪問地・奧の細道行程地との連
携を模索 

 ・奧の細道・・・東京・埼玉・秋田・新潟・・・ 

 ・茨城（「鹿島詣」）・長野（「更科紀行」など 

    

実施計画（３年間） 

• 24年度 立ち上げ 

 ・キックオフシンポジウム 

 ・県内関連施設との連携＝マイスター養成講座 

 ・県内の芭蕉関係の調整・データベース化 

 ・山形県内のネットワーク化検討 

・25年度 山形県内での展開 

  県内への展開 尾花沢・出羽三山・最上・酒田等 

・26年度以降  東北への広域展開 

 震災被災地をつなぐ 宮城・福島・岩手への展開 

 芭蕉／奧の細道ゆかりの地との広域展開 

    

国際交流の観点 

・外国人旅行者のガイド養成 

   英語・外国語資格者の活用 

・留学生の確保 

   日本文化研究 世界的有名な題材 

・海外への情報発信 

 ・被災地のいまを伝える 

 ・文化による観光客誘致 

山形大学「知」の資源を組み込んだ観光モデル 

都市づくり 

人材・教育・観光 

山形県／自治体・商工会議所／山形大学 

芭蕉／奧の細道コース 

最上町→尾花沢→山寺→新庄→ 

最上川舟下り→出羽三山→鶴岡 

→酒田→象潟 

自然コース 

山形→蔵王温泉*ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 
ｽｷｰ体験→加茂水族館 

夜*星空観察 科学体験 

県内外観光客 

観光資源の活用！山形県内への集客！ 

星空案内人 

クラゲマイスター 

蔵王マイスター 

月山マイスター 

スライムマイスター 

 

NPO 

加茂水族館 

県産業科学館 

県立博物館 

県内理科ｾﾝﾀｰ 

 

奥の細道マイスター  

                 山寺芭蕉記念館 

 

 
・エリアキャンパス角川地区 

・ホームステイ里山 

＊マイスター：参加者・対象 大学生 ~ 一般（シニア）←人材教育・シルバー世代のいきがい 

*はマイスターによる講座等
の提供を行う 

サ
ー
ビ
ス 

実績 

支援 

養成講座 

養成講座 
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                                 平成24年 5月 8日                             

山 形 大 学     
 
 

経済産業省イノベーション拠点立地推進事業に２件採択  

 

経 済 産 業省のイノベーショ ン拠点立地 推進事業（企業等の実証・ 評価設備等 の

整備事業）に、本学から 2つ の 案件が採択されました。  

・「リ チウムイオン電池性能向上型機能性ハイブリッドセパレータの実証検証」 

・「 印 刷製造プロセスを使った低コスト RFIDタ グの 製造実証」  

 

こ の 事業 は、企業 等 によ る先 端技 術 の実 証・評価 等の ため の 設備 等の 整備 に 対し て補

助事 業を 行う こ とに より 、国際 競争 力 を 有す る技 術力 を 保持・発展 させ ると 共 に、地域

の科 学技 術の 発 達及 び経 済の 活 性化 を図 るこ とを 目的 と して 実施 する も ので す。  

 平 成 23年 度 の 公募 で、 本学 か らは 下記 ２件 が採 択さ れ まし た。 今回 の 事業 採択 数 は 、

本学 の 2件 を 含め 51件 で す（ 応募 206件 中 ）。  

 

☆「リチウムイオン電池性能向上型機能性ハイブリッドセパレータの実証検証」 

  申請者（単独申請） 山形大学 

＜施設名称 仮称＞ 山形大学 蓄電デバイス研究開発センター（※2013年夏開所予定） 

山形大学は蓄電デバイスを、有機EL、有機太陽電池、有機トランジスタと並ぶ有機エレク

トロニクスの４本目の柱と位置付け、既存の国内蓄電池研究開発機関と連携し、我が国の蓄

電デバイス研究開発・事業化・産業化に貢献することを推進します。「有機エレクトロニク

ス研究センター」、「有機エレクトロニクスイノベーションセンター」との相乗効果により、

研究開発・事業化・産業化をさらに強力に推進します。 

本センターの建設予算は、今回の補助金を合わせ約10億円。建設予定地は米沢市内の企業

集積地「米沢オフィスアルカディア」の用地（約4700平方㍍）で、同地は米沢市より無償貸

与いただく予定です。また、同センターに隣接して、有機エレクトロニクスイノベーション

センターの建設も進めています（2013年春開所予定）。 

 

山形大学 蓄電デバイス研究開発センターの特徴 

オープンイノベーションで、蓄電池材料、セパレータ、正極、負極、電解液等、複数の企

業との連携で実証実験等を実施し、我が国としても重要な蓄電デバイス研究プロジェクトを

先導し推進します。 

今回の計画では、本学の吉武秀哉教授が開発したハイブリッド型のセパレータを利用する

ことにより、リチウム電池の性能が格段に上がる地域イノベーション戦略支援プログラム（文

部科学省・山形県内９機関で推進）の研究開発成果をもとに、実際にセンター内にハイブリ

ットセパレータの試作工場を設備し、ライン大量生産による低コスト化を実現し、新たなリ

チウム電池の産業化を目指します。産学官連携により県内企業への波及連携もはかっていき

ます。 



 

 

 

 

☆「印刷製造プロセスを使った低コストRFIDタグの製造実証」 

  申 請者 （共同申請）  サト ー ホールディングス株式会社  

サト ー プリンティング株式会社  

山形 大 学  

山形 大 学有機エレクトロニクス研究センターの有機トランジスタ部門（時任静

士卓越研究教授・部門長）で進めてきた地域卓越研究者戦略的結集プログラム（科

学技術振興機構（ JST）山形 大学・山形県で推進）の基礎研究の成果である有機半

導体と印刷の技術と、サトーグループの印刷及びＩＣタグに関する技術とを融合

し、従来よりも格段に低コストの RFID製 造技 術を確立、事業化・産業化を強力に

推進します。  

本プ ロ ジェクトは、ＩＣタグからアンテナまでの生産の一連の流れを印刷方式

で行うことにより、大幅な低コスト化を図る世界をリードするものです。設備整

備費は今回の補助金を合わせ約 1.2億 。 地域イノベーション戦略支援プログラムの枠組

みで、産学官連携により県内企業への波及連携もはかっていきます。 

商品 に ＩＣタグを導入することにより、商品の物流が変わるといわれています。

生産した商品がどの店舗に入荷しているか、その商品が売れたかどうかなど、商

品の流れをきめ細やかに追跡可能となります。また、ＩＣタグは複製が難しく、

商品偽装の防止などセキュリティの面でも大きな利点があります。  

 

 

（お問い合わせ） 

 工学部研究プロジェクト支援室 

 電話：0238（26）3590 
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平成２４年５月８日                 

山 形 大 学 

世界平和学術シンポジウム 

「安達峰一郎と国際法の歴史」 

 

昭和初期にオランダのハーグにある常設国際司法裁判所の所長を務められ、世界

平和への献身的な働きから「世界の良心」と言われた山形県出身の世界的な偉人 

安達峰一郎博士と国際法の歴史についてのシンポジウムを開催します。 

 

開催日時：2012年６月１１日（月）１３：００～１７：００ 

 

会  場：山形大学小白川キャンパス 基盤教育2号館２F ２２２教室 

 

参 加 料：無 料 

 

対  象：高校生・大学生・一般市民 

 

 

 

 

◇第一部 基調講演「安達峰一郎の国際法観－国際裁判論を中心として」 
     国際法の父グロティウス（オランダの法学者）研究を始めとする、 

日本における碩学・柳原正治教授による基調講演 

 

   ◇第二部 ベルギー・オランダ第三次調査団の帰朝報告 

 

   ◇第三部 パネル・ディスカッション 

 

 
 

 

問い合わせ：山形大学都市・地域学研究所    

山形大学人文学部 松尾剛次研究室 

023-628-4917 



 

山形大学都市・地域学研究所 世界平和学術シンポジウム 安達峰一郎研究 
 

 

 

常設国際司法裁判所の生みの親の一人・安達峰一郎は、山形が生んだ世界的偉人で 1935年にオランダで国葬に付さ

れた。安達研究を一貫して推進してきた山大都市研主催の「世界平和学術シンポジウム」。 

第 1 部では、国際法の父グロティウス（オランダの法学者）研究を始めとする、日本における碩学・柳原正治教授

による関味深い基調講演。第 2部では、ベルギー・オランダ第三次調査団の帰朝報告が、第 3部では、以上を踏まえ

て総括的にパネル・ディスカッションが行なわれる。 

開催日時：2012年６月１１日（月）１３：００～１７：００ 

会  場：山形大学小白川キャンパス 基盤教育 2号館２F ２２２教室 
参 加 料：無 料  
対  象：高校生・大学生・一般市民 
 

世 界 平 和 学 術シ ン ポ ジ ウ ム 
第 1部  総合司会：貝山道博（山形大学都市研事務局長） 

１３：００ 開会の挨拶  
山形大学学長  結城 章夫氏 

    １３：１０ 基調講演 
「安達峰一郎の国際法観－国際裁判論を中心として」 

国際法学会理事長・九州大学大学院法学研究院 
柳原 正治教授  

第 2部 １４：４０ 第三次調査報告 
山形大学都市・地域学研究所所長  

松尾 剛次教授（第三次調査団団長）  
第 3部 １５：３０ パネル・ディスカッション  
             柳原正治（九州大学） 

パネリスト 中澤信幸（山大都市研財務長） 
松本邦彦（山大都市研所員） 
丸山政己（山大都市研所員）    

コーディネーター： 山形大学都市研副所長 澤田裕治 
 

 

 

 

 

 

主催：山形大学都市・地域学研究所 

申込方法：TEL・FAX・E-mailのいずれかでお申し込み下さい。 
問い合わせ・申込先 

〒990-8560山形市小白川町 1-4-12  山形大学人文学部 松尾剛次研究室 青木みゆき 
TEL・FAX：023-628-4917   E-mail：kmatsuo@human.kj.yamagata-u.ac.jp 
または、山形大学人文学部総務課 TEL：023-628-4203 



 

柳原 正治（やなぎはら まさはる）教授プロフィール 

国際法学会理事長 
九州大学大学院法学研究院教授 １９５２年７月生 

 

 

東京大学法学部出身、大学院法学政治学研究科を終え、横浜国立大学を経て、1989 年よ

り九州大学に勤務。17・18 世紀のヨーロッパにおける国際法史を中心に研究。19・20 世

紀における国際法史、さらに武力行使や領域などの現代的問題にも取り組む。2004 年 4

月から 2008 年 9月まで国際交流・留学生担当の理事・副学長 

 

主な研究テーマ 

１．近世及び近代の日本における「領域」・「国境」に関する研究  

２．法規範としての国際法規範の存立基盤に関する研究 

３．アジアにおける近代ヨーロッパ国際法の受容過程 

 

従事しているプロジェクト研究 

近世及び近代の日本における「領域」・「国境」に関する研究 

 

研究業績 

 

著書（主な作品） 

１． 柳原正治・森川幸一・兼原敦子編『プラクティス国際法講義』信山社,441 頁,2010.03. 

２．柳原正治「クリスティアン・ヴォルフ」勝田有恒・山内進編『近世・近代ヨーロッ 

パの法学者たち―グラーティアヌスからカール・シュミットまで』ミネルヴァ書房 

2008.03. 

３．柳原正治「国家領域」小寺彰ほか（編）『講義国際法 第 2版』有斐閣,2010.10. 

４．柳原正治『グロティウス』清水書院,2000.10. 

５．柳原正治『ヴォルフの国際法理論』有斐閣,1998.02. 

６．柳原正治・佐々木有司訳／ミヒャエル・シュトライス編『一七・一八世紀の国家 

思想家たち』木鐸社,1995.02. 

 

論文 

１．研究報告『國際法先例彙輯』に関する研究（７）領海ノ範囲,外交史料館報,2004.05. 

２．イラク問題と国際法―武力行使に対する国際法の有効性―,法学教室,2004.05. 

受 賞 

○安達峰一郎記念賞,（財）安達峰一郎記念館,1992.10.  



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

平成２４年５月８日                 

山 形 大 学 

 

大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』 
 

 

 

５月２３日（水）18:30～19:30 三浦秀一氏（東北芸術工科大学ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部准教授） 

「市民が共同でつくる再生可能エネルギー」 
 

５月２５日（金）18:30～19:30 川辺孝幸氏（山形大学地域教育文化学部教授） 

「山形も安全ではない！～山形盆地の地震とその被害について～」 
 

５月２９日（火）18:30～19:30 齋藤和人氏(復興ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｾﾝﾀｰやまがた所長 

ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル代表理事） 

「復興支援ボランティア支援センターの役割」 
 

５月３０日（水）18:30～19:30 阿彦忠之氏（山形県衛生研究所所長） 

「食品中の放射性セシウムの新基準」 
〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

※大学コンソーシアムやまがた： 
  平成16年4月に設立された、山形県内の大学・短期大学・高等専門学校・放送大学等の高等教育機関

と山形県の連合組織です。山形県内の高等教育の充実・発展を図るとともに、各大学の知的資源を有効

に活用して地域社会に貢献することを目的としています。 

 

問い合わせ：大学コンソーシアムやまがた事務局 

０２３－６２８－４８４２ 

今年度もゆうステで「やまがた夜話」が始まります。 

「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するた

め、「山形県の人・モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野で活躍し

ている第一人者の目線で皆さまにわかりやすくお話ししています。 

５月は、「東日本大震災、これからの復興を考える」をテーマに４回シリーズ

で開催します。 

 

日 時：開催日は下記のとおり １８：３０～１９：３０ 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対 象：高校生・学生・一般市民 定員５０名（参加費は無料です。） 



５月２３日（水） 「市民が共同でつくる再生可能エネルギー」

18:30～19:30 三浦 秀一 氏（東北芸術工科大学デザイン工学部 准教授）

５月２５日（金） 「山形も安全ではない
18:30～19:30 ～山形盆地の地震とその被害について～」

川辺 孝幸 氏（山形大学地域教育文化学部 教授）

５月２９日（火） 「復興支援ボランティア支援センターの役割」

18:30～19:30 齋藤 和人 氏
（復興ボランティア支援センターやまがた 所長
ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル 代表理事）

５月３０日（水） 「食品中の放射性セシウムの新基準」

18:30～19:30 阿彦 忠之 氏（山形県衛生研究所 所長）

テーマ 東日本大震災、これからの復興を考える

やまがた夜話

会 場

お申し込み

対 象

アクセスゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

高校生・学生・一般市民

入場無料
定員：５０名

山形駅東口より徒歩１分

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階
℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820
E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

主 催 大学コンソーシアムやまがた



FAX：023-628-4820
大学コンソーシアムやまがた事務局 行き

やまがた夜話に参加申込みをします。

E-mail

所 属

TEL
連絡先

〒

参加日に○をつけてください。

平成２４年５月２３日 （水） 講師：三浦秀一 氏

平成２４年５月２５日 （金） 講師：川辺孝幸 氏

平成２４年５月２９日 （火） 講師：齋藤和人 氏

平成２４年５月３０日 （水） 講師：阿彦忠之 氏

氏 名

住 所

参加日

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参
加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。

【お申込・お問合せ先】

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



 

プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２４年５月８日 
山 形 大 学 

 

○山形大学人文学部公開講座「イメージの詩学－ヨーロッパを解く」の開催 

 

（概要） 人文学部の公開講座を開催します。今年度は「イメージの詩学－ヨーロッパを解く」と題して、

６月１１日から５回にわたって行われます。受講料は２，０００円、ただし大学生、高校生は無料と

なっています。申込期間は６月６日(水)まで。 

日 時：平成２４年６月１１日（月）から６月２５日（月）までの毎週月、木 全５回 

各回 １８：３０～２０：１０ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

○モバイルキッズ・ケミラボ２０１２の開催 

（現在、山形大学の大学間交流協定校は２１カ国・地域、４６機関、学部間では２０カ国・地域、６６機関） 

 

(概要) 工学部と米沢市教育委員会との連携事業「モバイルキッズ・ケミラボ」は、２００２年に始まりまし

た。参加者にはリピーターの児童が圧倒的に多く、理科の楽しさを味わい、理科好きな児童が育

っているのではないかと思われます。より魅力的な講座となるよう、新メニューも開拓し、今年で１

１年目の開催となります。 

日 時：平成２４年５月～１１月の土曜日 午前 計１４回 

場 所：米沢市教育委員会理科研修センター 

対 象：主として米沢市内小学４年生以上の児童と保護者、及び地域のリーダー 

参 加 費：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい。 〕 

 

○カントー大学（ベトナム）と大学間交流協定を締結 

 

 (概要) 平成２４年４月２０日に、ベトナム・カントー大学と大学間交流協定を締結しました。同大学はメ

コンデルタ最大の町，カントー市に所在し，４４，０００人の学生を有し１４学部・６研究科を持つ

総合大学です。 

安田弘法副学長（国際交流担当）とHA THANH TOANカントー大学長が学術交流協定書に

サインをして協定を締結しました。調印後の意見交換において，活発な学術研究を促進すると

ともに，学生の交流はもちろん，教職員の交流も進めていくことを確認しました。 

（現在、山形大学の大学間交流協定校は２１カ国・地域、４７機関。） 







 

今年も「モバイルキッズ・ケミラボ」を開催します 

2002年より実施している米沢市教育委員会との連携事業「モバイルキッズ・ケミラボ」は、今
年で 11年目となります。過去の活動の中で、学社連携の強化、社会教育の質量の充実とリーダー
養成、何よりも児童生徒の科学へ興味関心の高揚となって大きな成果をあげてきました。 
参加者にはリピーターの児童が圧倒的に多く、理科の楽しさを味わい、理科好きな児童が育っ

ていることと思われます。新メニューの開拓などにより（スライムボール、クリップモーター新

型など）、興味を喚起する多様な講座内容を提供できるようになってきており、より一層魅力的な

講座へと成長しています。 
 
【モバイルキッズ・ケミラボ ２０１２】 
日  時：平成２４年５月～１１月の土曜日 午前 計１４回（※詳細は裏ページ参照） 
場  所：米沢市教育委員会理科研修センター 
対  象：主として米沢市内小学４年生以上の児童と保護者、及び地域のリーダー 
参 加 費：無料 
そ の 他：大学院理工学研究科（主として物質化学工学分野、バイオ化学工学分野）の教員や

技術職員が、実験指導を行います。 
 
「モバイルキッズ・ケミラボ2011」の活動内容 

（L）は、リーダーコース受講者数 

    テーマ          開催月日 参加児童数 保護者（L） 合計 
第１節 化粧品を作ろう      ５／１４  ５３   １２ （１） ６６ 

電気パン         ５／２１  ４２   １９ （２） ６３ 
             ５／２８  ４５   １３ （２） ６０ １８９ 

第２節 －１９６℃の世界     ６／１８  ５１   １６ （１） ６８ 
玉ねぎの皮で染色     ６／２５  ５５   １６ （２） ７３ 
             ７／ ２  ４２   １５ （２） ５９ ２００ 

第３節 クリップモーター     ９／ ３  ４３   １２ （１） ５６ 
オリジナルスタンプ    ９／１０  ３５   １１ （１） ４７ 
             ９／１７  ４０   １２ （３） ５５ １５８ 

第４節 サイエンス広場 ・・・・・・・・ブース来場者  約１００ 
    生涯学習フェスタ ・・・・・・・有料入場者   約２００ + ２００ 
第５節 スライム（ボール他）  １１／１２  ４４   １４ （２） ６０ 

３Ｄめがね       １１／１９  ３０    ７ （０） ３７ 
            １１／２６  ３３    ８ （４） ４５ １４２ 

                                                                総計  ６８９  
 

お問い合わせ 
                  米沢市理科研修センター（TEL 0238-22-5111） 
 



「モバイルキッズ2012」実施内容一覧 
 

 
10/06、10/07は、生涯学習フェアでの開催とする。他のテーマとして、「化粧品を作ろう」
を加えることとする。担当は、山形大学大学院理工学研究科准教授  野々村美宗、時間5.0 

月 /日 学習テーマ 学習内容 学習方法 講師名 時間 

5/19 
5/26 
6/02 

おいしい電気パ

ンを作ろう 

電気をつかったパン焼

き器をつくり、おいしい

パンを作る。 
実験 

山形大学大学院 
理工学研究科 
教授  尾形健明 

2.5 

スーパーボール

を作ろう 
硬いスライムのスー

パーボールを作る 
も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
助教  片桐洋史 

2.5 

6/23 
6/30 
7/07 

酸素の力を調べ

よう 

消えた色を戻したり、熱

や電気を出して酸素の

力を調べる 
実験 

山形大学理学部 
物質生命化学科 
教授  鵜浦  啓 

2.5 

梅干しはなぜ赤

い？ 

梅干の赤い色は、植物の

色素が酸性で赤くなる

ことを知る。 
実験 

山形大学大学院 
理工学研究科 
准教授  波多野豊
平 

2.5 

9/08 
9/15 
9/22 

クリップモータ

ーを作ろう 

クリップ、磁石、乾電

池を使って、モーター

を作る。 

も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
技術部  田村恒一 

2.5 

－196℃の世界 
液体窒素を使って、何

でも凍らせてみる 

も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
助教  川井貴裕 

2.5 

10/06 
10/07 

きれいなしおり

を作ろう 

インクをつけたろ紙

に水をつけて色を広

げてしおりを作る。 

も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
助教  水口仁志 

5.0 

オリジナルクレ

ヨンを作って絵

を描こう 

ローソクからいろんな

色のクレヨンを作る。 

も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
准教授  落合文吾 

5.0 

11/17 
12/01 
12/08 

金メッキにだま

されるな 

銅板を染めて、金メッ

キそっくりのにせも

のを作る。 

も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
准教授  松嶋雄太 

2.5 

高級せっけんを

作ろう 
はだにやさしい高級セ

ッケンを作る。 
も の づ く

り 

山形大学大学院 
理工学研究科 
准教授  木島龍朗 

2.5 


